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1. 研究内容・成果

(I) Zalcman 領域上の有界正則関数の構成について；
２葉被覆面の点分離の問題（Myrberg現象）の研究へ応用することを目的として, 複素平

面上のある種の無限連結領域上で有界な正則関数の構成について研究した.
考える領域はつぎのようなものである。∆0 を穴あき単位円板とし、その中に数列 {cn}∞n=1

を 1 > cn ↘ 0 なるようにとる。∆n を中心 cn 半径 rn の互いに交わらない閉円板とし、領域
D(cn, rn) := ∆0 \ ∪∆n を考えると、これは無限連結領域になっている。この領域を Zalcman
領域と呼ぶ。
与えられた {cn}∞n=1 が

∑∞
n=1 cn < ∞ をみたせば無限積 p(z) =

∏∞
n=1 z/(z − cn) は収束

して、∆0 上の有理型関数を定める。ここで半径 rn をどのようにとれば p がD(cn, rn) 上有
界になるかという問題に対し、次の結果を得た。

{cn}∞n=1 が条件 lim supn→∞ cn+1/cn < 1 をみたすとき、p ∈ H∞(D(cn, rn)) となるため
の必要十分条件は supn∈N cn

n/(c1 · · · cn−1rn) < ∞.

(∆̃0,∆0, π) を限界のない２葉被覆面で {π−1(cn)}∞n=1 を分岐点にもつものとする。D̃ =
π−1(D) ⊂ ∆̃0とおくと、(D̃,D, π)は限界のない分岐点をもたない２葉被覆面になる。H∞(D̃) =
H∞(D) ◦ π が成立するとき (D̃,D, π) について Myrberg 現象が起こるという。上記の結果を
用いると、Myrberg 現象について Hayashi と Nakai により得られた cn = 2−n の場合の結果
を lim supn→∞ cn+1/cn < 1 なる場合に拡張することができる。

{cn}∞n=1 は lim supn→∞ cn+1/cn < 1 をみたすとする。
(1) supn∈N cn

n/(c1 · · · cn−1rn) < ∞ ならば (D̃,D, π) について Myrberg 現象は起こらない。
(2) H∞(D) に対し z = 0 で一致の定理が成り立つならばN(n) → ∞.

ここで H∞(D) に対し z = 0 で一致の定理が成り立つとは、次の性質をもつ f ∈ H∞(D)
は f ≡ 0 に限るときのことをいう; lim

z<0,z→0
f (m)(z) = 0 (m = 0, 1, 2, · · · ). 関数 p は導関数に

ついては lim
z<0,z→0

p(m)(z) = 0 (m = 0, 1, 2, · · · ) が成り立つので p が D 上有界ならば一致に

定理が成り立たないことがわかる。

以上の結果は {cn} が条件 lim supn→∞ cn+1/cn < 1 をみたす場合のものである。この条
件をみたさない場合として、中心列 cn = n−α(1 < α ≤ 2) を考える。このとき、半径 rn を
どのようにとっても p は Zalcman 領域D(cnrn) 上有界にならないことを証明した。

(II) 複素平面の単位円板上の p 乗可積分な正則関数のなす Banach 空間について；
複素平面の単位円板上の Hardy 空間 Hp については充分研究がなされ, 種々の性質につい

て精密な結果が知られるに至っている. 近年 Bergman 空間 Lp
a についても研究が進み基礎理

論が確立されるにしたがい, Hardy 空間 と Bergman 空間 との相違点が分かってきた. その
ひとつとして, 属する関数の零点のみたす性質があげられる. Hardy 空間 Hp に属する関数の
零点は p に依らず Blaschke 条件で完全に記述されるが, Bergman 空間に属する関数の零点
については Blaschke 条件は必ずしもみたされず, p に依存もする (C. Horowitz).

Bergman 型の別の関数族については, 点列がそこに属する関数の零点であるための必要十
分条件が, ある種の密度の言葉で, 知られている. しかし, Lp

a については簡潔な必要十分条件
はいまだ知られていない.
このような背景のもと, 現在次の 2 点について, まず p = 2 のとき, すなわち Hilbert 空間

L2
a を対象として研究している.

・Lp
a の部分空間または族で, 関数の零点について簡潔な記述が可能なものはないか.

・Lp
a の関数で, 零点についてある簡潔な条件をみたす族を考え, その族は Lp

a 全体とどの程度
隔たりがあるかを考察する.

(III) 開 Riemann 面上の有界正則関数のなす Banach 環について:



上の (I)の Zalcman領域 D 上の有界正則関数全体のなすBanach環に対し, L. Zalcmanは
“distinguished homomorphism” を導入した. これを種数無限大の Riemann面で考察したい.
Zalcamn 領域の 2葉被覆面 (D̃, π,D) は種数無限大のRiemann面となる. 一般にRiemann面
Rを基底空間とする有限葉の被覆面 (R̃, π,R)はそれらの上の有界正則関数環の極大イデアル空
間のあいだの写像 τ : M̃(R̃) → M(R) を引き起こす. M. Nakai の結果によれば, ϕ ∈ M(R) に
対し τ−1(ϕ) は高々葉数個の元からなることが分っている. 従って上の設定では distinguished
homomorphism ϕ0 ∈ M(D) に対し τ−1(ϕ0) は 1個または 2個であることは分る. そこで, 次
の 2 点について考察した.

・τ−1(ϕ0) は 1個または 2個に一定か否か
・一定でなければ, D のどのような性質により個数が決定されるか

この問題に対する部分的な解答として, 次を得た.

cn = 2−n とする. ある正数 αが存在し, (log rn)/(log cn) > 2+αをみたすならば, τ−1(ϕ0)
は 1 個の元からなる.
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